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はじめに
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1985年5月に成立した「男女雇用機会均等法」は、
わが国における労働環境において、性別による差別の是正と、

すべての人が能力を発揮できる社会の実現に向けた第一歩となりました。
そして2025年、成立から40周年という大きな節目を迎えます。

産経新聞社ではこの機会に、「男女雇用機会均等法 成立40周年」記念特集を企画いたしました。
本特集では、法の歴史的な意義を振り返るとともに、企業や個人の取り組み、

社会の変化、そして今後の課題と展望を、多角的な視点から掘り下げてまいります。

また、当社が2021年より展開している「Fem Care Project（フェムケアプロジェクト）」では、女
性特有の健康課題を社会全体で理解し、支え合うことの重要性を訴えてきました。フリーマガジン『メト
ロポリターナ』での発信を中心としつつ、家庭・職場・学校といった日常のあらゆる場面で、互いに語り

合い、寄り添うことのできる社会の実現を目指し、継続的な情報掲載を行っています。

本企画では、「働くこと」「健康であること」「互いに尊重し合うこと」の三つの視点から、
40年を経た今だからこそ考えるべきテーマを深掘りし、読者一人ひとりに新たな気づきを届けます。

貴社の取り組みを自然な形で広く社会に伝える機会として、
ぜひご参画をご検討くださいますようお願い申し上げます。



フェムケアプロジェクト とは
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女性のココロとカラダのケアを考え、よりよい未来につなげるプロジェクト

産経新聞社では2021年6月にフリーマガジン『メトロポリターナ』で「フェムテック特集」を実施した
ところ、女性のみならず、男性からも肯定的にとらえる多くの反響がありました。これを受け、2021年
10月、女性特有の健康課題をすべての個人、企業、社会が、ケアできるように、まずは会話し、知るこ
とからはじめたい、そんな思いをこめて「Fem Care Project(フェムケアプロジェクト)」を立ち上げま
した。

社会課題のひとつとして、産経新聞社全体で、家庭や職場、学校などあらゆる場面で、互いに語り合い、
理解し合い、寄り添うことのできる社会の実現を目指し、意識と行動を促す情報を発信しています。

▼2023年6月20日付
産経新聞東京本社版朝刊全15段広告

折り線にそって折り合うと、
新たなメッセージと、

二人が寄り添う会話が現れる仕掛け。



「男女雇用機会均等法 成立40周年」企画概要
※本企画に掲載ご希望の際は、弊社営業担当にご相談ください。
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AもしくはBパターンで2ページの展開を予定

【掲載媒体】産経新聞 全国版朝刊
（産経新聞電子版にも掲載、

編集記事は産経ニュースにも転載）

【編集特集】お仕事ドラマで振り返る女性活躍の40年、ドラマ脚本
家インタビュー、職業の呼称の変遷などをわかりやすく伝えます。
（事前確認および校正不可）

【広告展開】上記の記事展開時に隣接面に掲載可能です。

【広告スペース】 （一例）
①全15段 純広告 （編集特集の対向面）
②全５段 純広告 （編集特集の直下）

※一部エリアがモノクロ掲載の場合があります。

【掲載日】 2025年6月23日付（月）予定

【掲載料金】 弊社営業担当にご相談ください。

【申込締め切り】2025年5月30日（金）

広告スペース
全15段

広告スペース
全5段

編集特集
全10段

広告スペース
全15段

編集特集
全15段

A

B



編集特集の詳細(案)
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編集特集の内容、レイアウトは弊社に一任ください。
事前確認、校正は不可となっております。
また、変更の可能性がございますことをご承知おきいただけますと幸いです。

【特集内容①（案）】お仕事ドラマで振り返る女性の社会進出状況と働き方

年代ごとに代表的なお仕事ドラマを紹介します。各ドラマの時代背景や、当時の女性の社会進出の状況
と照らし合わせ、ドラマの中で描かれた女性の仕事やキャリアに対する価値観の変化を分析。男女とも
に、これからの働き方を考える上で貴重な視点で執筆。当時の制度（男女雇用機会均等法の改正）とリ
ンクして変化していることを年表にして表現します。

◆均等法施行初期～90年代:女性の社会進出の黎明と葛藤
1986 はね駒、都の風

◆2000年代:多様な働き方とキャリアの模索
2007 働きマン、ハケンの品格

◆2010年代～現在:生きづらさとジェンダー平等の視点
2016 逃げるは恥だが役に立つ
2024 不適切にもほどがある

【特集内容②（案）】業界のプロフェッショナルの単独インタビューを掲載

テレビドラマに詳しい専門家にインタビューし、年表を解説。振り返りつつ今後のドラマを予測します。



【オプション】 「産経ニュース」スポンサードコンテンツ展開
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「産経ニュース」内に、産経新聞に掲載した「Fem Care Project」関連記事を特集する
特設ページを開設しました。

新聞に加えて、デジタルでの情報発信も強化してまいります。

※本企画は、貴社の記事体広告をご出稿いただく場合、デフォルトでページ内に転載しま
す。（要、PR表記）

オプションとして、別途「スポンサードコンテンツ」の展開もございますので、ぜひご活
用ください。

プラン 想定PV数 掲載料金 誘導期間
スタンダード 3万PV想定 3,000,000円

※制作費含む
4週間

ライト １万PV想定 1,500,000円
※制作費含む

1～２週間

記事や誘導枠にスポンサードまたはPR表記が入ります。
・文末に提供会社名を明記します
・見出しは更新ごとに位置が下がります。
・記事の扱い（大きさなど）は一切指定できません。

弊社に一任していただきます。
・本商品は誘導枠の表示回数を保証するものではありませ
ん。また、誘導枠に関するレポートは提出しておりません
・詳細については【メディアシート】産経ニュース内「エ
ディトリアル広告のご注意点」を必ずご確認ください。

Sponsored
表記

特集からの導線 スポンサードコンテンツページ

特集トップに掲出

ブースト広告

関連の検索・キーワードセグメ
ントなどでターゲティング配信
も可能

▼産経ニュース特設ページはこちら▼



イメージ）掲載事例① 住友不動産様・五島育英会東京都市大学様
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2022年６月22日付 産経新聞全国版朝刊

産経ニュースで配信



イメージ）掲載事例② 伊藤忠商事様・富士紡ホールディングス様
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2022年12月23日付 産経新聞全国版朝刊

産経ニュースで配信



本企画お問い合わせ先

本企画のお問い合わせ先
産経新聞社メディアビジネス局 各営業担当

もしくは
ソリューション2部フェムケアプロジェクト担当

（fem-care-project@sankei.co.jp）

産経新聞社メディアビジネス局

X 公式アカウント

最新情報更新中!フォローお願いします!

https://adv.sankei.com/

産経メディアビジネス局の最新情報はこちらをご覧ください。

@Sankei_SalesAdv
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フェムケアプロジェクト 実績①
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フェムケアプロジェクト 実績②
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フェムケアプロジェクト 実績③
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フェムケアプロジェクト 実績④
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フェムケアプロジェクト 実績⑤
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フェムケアプロジェクト 実績⑧
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フェムケアプロジェクト 実績⑨
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フェムケアプロジェクト 実績⑩
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2025年3月8日「国際女性デー」フルラッピング紙面を掲載 編集記事の連携もさらに強化


